
計画区域

主要な文化資源
（文化財等の種類）

59 岐阜市文化観光推進地域計画 ～ 岐阜城・鵜飼から広がる岐阜の歴史・文化を巡る ～

目標
・拠点施設の観覧者数
2025年度 431千人→2029年度 568千人（+31.7％）
・拠点施設の外国人観覧者数
  2025年度 34千人→2029年度 50千人（+47％ ）
※10年後（令和16年度）には55千人（コロナ前の平成30年度の27.5千人から2倍）

・拠点施設に対する満足度（NPS）
2025年度 10ポイント→2029年度 25ポイント（+15ポイント ）
・ぎふ長良川の鵜飼に対する満足度
2025年度 70％→2029 年度 78％（+8% ）
・観光客一人当たりの観光消費額
2025年度 21千円→2029年度 23.1千円（+10％）

背
景

計画作成・実施体制
協議会：ぎふ歴史遺産活用推進協議会 自治体：岐阜市
中核文化観光拠点施設（設置者）：岐阜市歴史博物館（岐阜市）、加藤栄三・東一記念
美術館（岐阜市）、岐阜城天守閣（岐阜市）、岐阜市長良川鵜飼伝承館（岐阜市）、
CASA stella（ORGAN（地域連携DMO））
文化観光推進事業者：岐阜観光コンベンション協会（地域DMO）、名古屋鉄道株式会社、
岐阜観光索道株式会社、JNFうかいミュージアム、岐阜市土産品協会

計画期間
2025年度～令和2029年度（5年間）

地域文化観光推進事業
<1.文化資源の魅力の増進>
・岐阜城天守閣 展示コンテンツの多言語化

<2.文化観光に関する利便の増進>
・まち歩き誘導看板の整備

<3.飲食、販売、宿泊等との連携の促進>
・岐阜市長良川鵜飼伝承館 交流体験広場を活用したコンテンツ造成

<4.国内外への宣伝>
・多言語版文化観光パンフレット製作

<5.施設又は設備の整備>
・岐阜市歴史博物館 リニューアル（展示環境整備）

販売施設
宿泊施設
その他施設

飲食施設中核文化観光拠点施設
（主要な文化資源）

文化観光推進事業費（５年間の計画ベース）
844.75百万円 （うち、文化観光推進事業補助金162.5百万円）

中部国際空港

アジア圏・欧米豪
外国人観光客ＩＣ

東海環状自動車道

東海環状自動車道

JR名古屋駅
名鉄名古屋駅

首都圏の観光客
（新幹線利用者）

岐阜市域全体
岐阜三輪

SIC

ＩＣ

岐阜IC

JR岐阜駅
名鉄岐阜駅

東海地区の観光客
（自家用車利用者）

日本遺産 「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜
（岐阜城、鵜飼、文化的景観、楽市、神社仏閣、伝統工芸、岐阜まつり）

重点区域 （金華山・長良川周辺エリア一帯・岐阜市センターゾーン）

ぎふ歴史遺産
（岐阜市版日本遺産）

＜川原町地区＞ ＜鵜飼屋地区＞

岐阜市歴史博物館
（戦国時代の展示（楽市場の再現））

ぎふメディアコスモス

加藤栄三・東一記念美術館
（金華山・鵜飼・地元作家の作品展示）

岐阜城天守閣
（信長も見た最上階からの眺望）

CASA stella
（提灯・和傘のアート空間） 長良川温泉

岐阜城楽市

岐阜城・鵜飼
＜岐阜公園＞

ぎふ金華山ロープウェー

岐阜市長良川鵜飼伝承館
（鵜匠による鵜飼の実演）
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